
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ハムの楽しみ方は様々ですが、特に自作は探究心を養い、課題解決能力（技術力）を磨き、達成感や

充実感を味わえます。出来栄えが優れていると個人的な秘密を守りきれず、電波で誰かに伝えたい気持

ちにもなります。自作品の苦労話や成功体験を QSO の話題にすると、相手局（狸ワッチを含む）に強

い印象を与え、同様の課題で悩む局と友達の輪が広がる、アイボール QSO へと発展する、など趣味の

仲間から共通の課題や目標を共有する関係になり、ハムの楽しさが大きく膨らみます。 

 

 多くのアマチュア無線局が QRO を目指しますが、インターフェアに悩み途中で断念される局も多い

と思います。インターフォンが鳴ったり、電話に声が入ったり、ラジオから雑音が出たり、湯沸器の電

源が入ったり（これらを筆者は体験済み）することもあります。自宅のみならまだしも、近隣にインタ

ーフェアが出ると、厄介な事態に発展することもあります（これも筆者は体験済み）。 

筆者は過去の経験から、発信側で徹底した対策を施せば、必ずインターフェアは止まる！と確信して

います。インターフェア対策として効果が大きいのは 

１）アンテナを高くする 

２）アンテナを水平に張る（電気的に平衡にする） 

３）コモンモードフィルターを使う 

４）ラインフィルターを使う 

の順で、接地抵抗が小さなアースをとっても、筆者の環境においては逆効果でした。RF のノーマルモ

ードは同軸ケーブルの芯線と編線（外被）の 2線間に電流を流してエネルギーを伝達します。一方、RF

のコモンモードは大地と同軸ケーブルの編線（外被）或いは大地と電灯線の 2線間に電流を流してエレ

ルギーを伝達します。無線設備をアースに接続すると、コモンモードのインピーダンスは小さくなり同

軸ケーブルの外被を流れるコモンモード電流が大きく増加した結果だと思います。この対策は後述しま

す。 

 HF帯においては波長が長くなる（周波数が低くなる）に従いインターフェア対策は難しくなります。

アンテナの近傍領域（1λより近い距離）では、電界成分が強く現れ電磁共鳴の誘発や、周囲のものを

巻き込み共振（RF 電流と RF 電圧の位相を同じにする）しようとする RF 特有の作用が現れます。対

象物からアンテナを離すことが重要なのですが、水平方向へ移動して距離を稼いでもアンテナが大地に

近過ぎると高周波エネルギーを効率良く電磁波に変換できません。従って、アンテナを高くして対象物

からの距離を稼ぐのが良い方法なのですが、160m バンドのアンテナを水平に高く上げることは至難の

業です。このように 40mバンドや 80mバンドや 160mバンドの HF帯におけるインターフェア対策は

難しく経験と技術が必要です。 

よって、今回はアンテナを直接弄るのではなく、トロイダル・コアを用いた自作インターフェア対策

品を本稿でご紹介します。筆者が CQ 誌の愛読者にお伝えしたいのは、『インターフェアは必ず解決で

きる。そして、解決方法は発信源に十分な対策をする』ことです。市販のフィルターを接続してインタ

ーフェアが解決しない！あの製品はダメだ！と評価する前に自作品で十分な対策をしてみてください。 

自自作作のの魅魅力力、、実実験験をを重重ねね、、HHaamm をを楽楽ししむむ  

トトロロイイダダルル・・ココアアをを活活用用ししたた HHFF 帯帯のの QQRROO 対対策策  

  

厄厄介介ななイインンタターーフフェェアア、、自自作作品品でで万万全全なな対対策策をを  

  

出出野野義義則則  JJAA11BBBBEE  



１．ＨＦ帯コモンモードフィルターの自作 

 写真１は、自作したHF帯コモンモードフィルターです。写真 2と写真３はスペクトラク・アナライ

ザーでこのフィルターの性能を検査したものです。スペクトラムアンライザーの垂直メモリは 1メモリ

10dbです。測定時 10dbのアッテネータが動作しており、写真 2は直流～30MHzで 0dbから-4dbで殆

ど減衰しないことを示しています。写真 3 は 1.8MHz～30MHz の HF 帯で減衰は概ね-50db です。市

販されているコモンモードフィルターと同等或いはそれ以上のものが容易に自作できることが解かり

ます。写真 2はノーマルモードを測定したもので殆ど減衰しません。写真 2と写真 3の測定結果から写

真１をアンテナの給電部に挿入するとフロートバランとしても使えます。 

 材料はトロイダル・コア F240-43を 

5個、これに 3D-2Vの同軸を写真 1の 

ように巻きます。試してはいませんが 

計算上 5kwの CWや SSBであれ 

ば次の計算で問題なく使えると推測で 

きます。 

 5kwの出力で負荷が 50Ωであれば、 

W=I*I*Rの式より流れる電流は約 10A 

です。 

電流が 10Aであれば電圧は計算上 

W=I*V* √2で約 700Vです。 

 RFは複雑ですが、電圧破壊や電流 

による高熱発生には至らないと推測で 

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．コモンモードフィルターによるインターフェア対策 

 このコモンモードフィルターを自作し、アンテナへ延びる同軸ケーブルの全てに挿入します。タワー

にアンテナを複数設置する場合、複数の同軸ケーブルを束ねてタワー上部まで引っ張り上げますが、同

軸ケーブルが長いと 2本の同軸ケーブルの外被間で 1000pF以上の容量を持ちます。（8D2Vの同軸ケー

ブル 1mを 2本束ねると外被間に約 50pFの容量が計測できます。20m長の同軸ケーブルだと約 1000pF

の容量です） 

このような状態はコモンモードの場合、高周波的には２つの同軸は短絡に近い状態と言えます。従っ

て全ての同軸ケーブルにコモンモードフィルターを挿入するか、使っていない同軸ケーブルは毎回無線

機からコネクターごと外す方法（アンテナ切替器で切替しても同軸の外被側が結合していてダメ）がイ

ンターフェアの対策に効果的です。 

  

写真１ 自作ＨＦ帯コモンモードフィルター 

写真 2 ノーマルモードの測定 写真 3 コモンモードの測定 

 



３．ラインフィルターの自作 

 

 写真 4 は、自作したラインフィルターです。F240-43 を 4 個と F240-61 を 1 個使い、キャンセル巻

きにします。AC（50Hz や 60Hz）のノーマルモードには作動せず、高周波（1.8MHz～50MHz）のコ

モンモードとノーマルモードで作動し、ACラインを高周波の環境から切り離します。 

インターフェア対策として理解しやすい表現に書き換えれば、無線機をバッテリーに接続して動作さ

せるのと同じ環境を人工的に作る！ということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ラインフィルターの両端に 0.05μF(耐圧 1000V)のコンデンサを並列に挿入します。並列に挿入する

とフィルター効果がより大きくなります。写真 5 はラインフィルターの両端に 0.05μF(耐圧 1000V)の

コンデンサを並列に挿入して測定しました。コンデンサの充放電で波形はギザギザしていますが、-50

～-60dbの効果があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 自作したラインフィルター 

写真５ 自作したラインフィルターの測定結果 

 

 



４．ラインフィルターによるインターフェア対策 

 

 最新式の無線機や QROに使うリニアアンプは電源が 200V 仕様です。100Vでも動作しますが、100V

だと十分に電力増幅ができない場合もあります。QRO を目指す方の多くは先ずシャックに 200V の電

源を用意すると思います。 

 しかし、ローテータや旧式の無線機は 100V仕様なので、２系統の電源を用意することになります。

このように２系統の電源ラインを必要とする場合にライフィルターは 2個必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１はラインフィルターの使い方です。１個のラインフィルターで対策するには、200V→100Vの降

圧トランスを使います。降圧トランスは電力容量を確認すれば、安価な単巻トランスで大丈夫です。筆

者の AC電源はこの方法を採用しています。RTTY運用やログ管理のために無線機に接続して使うパソ

コンもラインフィルターを介して電源を接続します。ローテータ、DC 電源、タワーの電源、各種 AC

アダプターも全てラインフィルターを介して電力を供給します。無線設備の１つでも、壁のコンセント

を直接使うとインターフェア対策は失敗します。 

 

 

 

 

200V ラインフィルター

200V用コンセント

１00V ラインフィルター

１00V用コンセント

ラインフィルターを２個使う方法

200V ラインフィルター

200V用コンセント

１00V用コンセント

トランス

ラインフィルターを１個で済ませる方法  

図１ ラインフィルターの使い方 



６．自作品でのインターフェア対策の全容 

 効果が疑わしいインターフェア対策がインターネット上で紹介されていますが、入口と出口にしっか

りとした対策を施し最新式の無線機を使うのであれば、HF 帯におけるインターフェア問題は必ず解決

できます。図 2はコモンモードフィルターやラインフィルターの接続箇所を含めその全容を紹介してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 QRO を諦めてしまった局、インターフェアで運用制限を強いられている局は、ぜひ自作品で試して

みてください。 

インターフェア対策の要注意事項として筆者が悩んだ事象を以下に列挙しておきます。 

 １）金属ケースに収められたバランは、内部でアースされていることがある。 

   →このバランは使わない。本稿で紹介したフロートバランと取り替える。 

 ２）タワー上部に取り付けるアンテナ切替器は、タワーにアースされていることがある。 

   →アンテナ切替器をタワーから浮かす。 

 ３）マルチバンド対応のアンテナの調整装置は、タワーにアースされていることがある。 

   →アンテナ調整装置をタワーから浮かす。又はアースラインをカットする。 

 ４）同軸ケーブルをタワーの支柱に沿わせると、1000pF のコンデンサを介してアースしていること

になる。 

   →同軸ケーブルをタワーに沿わせない。なるべく、タワーから離す。 

 ５）同軸ケーブルとローテータのコントロールケーブルを束ねると、1000pF のコンデンサを介して

ACラインに接続していることになる。 

   →ローテータの電源コードを F240-43のコアに巻きつける。 

 ６）マイクからの回り込み 

   →マイクコードを F240-43のコアに巻きつける。 

リニアアンプ 無線機

ラインフィルター
200V

コモンモードフィルター

アンテナ

アースライン用フィルター

 

図２ インターフェア対策の全容 



５．インターフェアとアース対策 

 電波法施行規則第 22条、同 26条によるとアース（接地）は必要です。落雷や無線機の高電圧が人体

へ悪影響や危害を及ばないようにするためだと思いますが、インターフェア対策や 2F をシャックにす

る筆者にとっては厄介です。そこで、直流や低周波にはきちんとアースし、高周波には無線機をアース

から浮かせた状態を作ります。 

 ここにも F240-43のトロイダル・コアを使い自作することで、容易に上記環境を作り出せます。 

写真６は、余った同軸を使って自作したアースライン用フィルターです。芯線と網線を短絡して使って

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．伝送路と負荷の不整合対策 

  伝送路と負荷（アンテナ）のインピーダンスが不整合だと、複素数成分（リアクタンス成分）によ

る RF 電圧と RF 電流に位相差がアンテナ給電部に生じている可能性も高く、インターフェアへと発

展する場合があります。写真７のマルチ・アンアン（インピーダンス変換トランス）を自作して用い

ると、容易にインピーダンス変換ができ理想的なアンテナに調整ができます。アンテナを調整する方

法として簡易的には、 

 ・エレメント長を変える 

 ・エレメントの角度を変える 

 ・エレメントの高さを変える 

 方法が知られていますが、これら 

 の調整方法は主に SWRを追求するこ 

とからアンテナを不平衡にしてしまう 

ことがあります。 

  マルチ・アンアンを使うと、イン 

 タ－フェアにも効果的なアンテナ 

 の調整ができます。F240-67を使うと 

計算上の限界起磁力はNI=132となり 

巻数Nが 20回であれば、電流 Iは 6.6Aま 

で、耐入力はおよそ 2.2kwです。 

用いるトロイダル・コアと使うタップ 

位置の巻数により耐入力は変わります。 

 

 

 

 

写真６ アースライン用フィルター 

写真７ インピーダンス変換トランス（マルチ・アンアン） 



７．コモンモード電流の検出方法 

 

 コモンモード電流が検出されると、インターフェアの発生確率はかなり高いと言えます。 

  ・アンテナの向きを変えるとコモンモード電流が検出される。 

  ・マルチバンドアンテナでバンドを変えるとコモンモード電流が検出される。 

  ・無線機の電力を増やすとコモンモード電流が検出される。 

コモンモード電流の検出にはコモンモード電流計を自作して準備しておくと便利です。図 3はトロイダ

ル・コア活用百科に掲載されているもので、フルスケールで 0.5Aまで測定できます。両端にM型コネ

クターを付けておくと同軸上のコモンモード電流を簡単に測定できます。メータはテスターでも十分で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信時、コモンモード検出器のメータ針がピクリとも動かなければ、アンテナ系の不平衡対策（コモ

ンモード電流の抑止対策）は十分と考えて良いでしょう。メータが振れるとインターフェア対策は失格

です。メータの代わりに LED の明るさでコモンモード電流の大きさを判断する方法もありますが、定

量的に目視できるメータを接続しておくのが、インターフェア対策において望ましいと思います。 
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図 3 コモンモード電流の測定方法 



 

７．インターフェア対策と実運用 

 

 インターフェア対策が万全であっても、常時 QRO 運用するのは好ましくありません。通信に必要な

範囲の電力で運用することが求められます。DX ペディションなど珍局の場合には十分に力を入れ『ど

うだ！』という最大電力でコールしてみたいものです。 

 このような時のために腕を磨き、設備を整え、万全な対策に知恵を働かせ、知恵の結晶を自作するの

は、とても有意義で楽しいひとときだと思います。また、自作はハムライフの延命作用が秘められてい

るように感じます。加齢に伴い、細かな物が見えなくなってきましたが、ハンディーキャップを素直に

受け入れ、できる範囲で自作を続けハムライフを楽しみたいと思います。 
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写真８ ケースに収めたフィルター群 


